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肥 育 牛 へ の ノル ア ドレナ リン負荷 が 血 漿 成 分 に及 ぼ す 影 響
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1緒

肉用牛を,濃厚飼料制限給与によって増体を抑制 して育

成 した後に,濃厚飼料飽食による肥育を行った場合には代

償性成長力浅め られる。しかしこの時における牛体内の糖

脂質イヽ謝については明らかにされておらず,こ のため代償

性成長の中身あるいはその効果が明確になっていない。そ

こで日増体量を05″ と08″ となるような栄養条件で長

期間 (約 10か月間 )育成した後 ,約 5か月FEl濃厚飼料飽食

の肥育を行った。この肥育期間中に体1旨肪の分解を促すノ

ルア ドレナリン(以下NAと記す )負荷試験を実施 し,牛

表 1 供 試 牛 の概 要

(318日 間 )
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体内における糖・脂質代謝を検討 した。

2 方     法

は)供試牛

肥育時は濃厚飼料,乾草ともに飽食としたが,月巴育開始

時まで約10か月間の飼料給与条件によってLH区 とHH区

を設けた。すなわち育成時に濃厚飼料を 1～ 2″ /日  頭

の制限給与を行ったLH区と,育成時にも飽食としたHH

区に黒毛和種とホルスタイン種の去勢キ各 1頭ずつを配置

した。肥育期r80は 4月 28日から10月 1日 までであり,供試

牛の概要は表 1に示すとおりである。
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2)負荷試験

月巴育期間中に 5月 23日 , 7月 2'日 , 9月 21日 の 3回 NA

負荷試験を実施した。実施当日は頸静脈にあらかじめカニュ

ーンを装着しておき,ま た負荷試験中は採食を中止させた。

血液試料はすべてカニューレを介して注射筒に吸弓|し ,直

ちに人パ リン添加試験管に移し血奨を分離した。負荷試験

は,001η /″ (体重 )の dl― NA(三共製 )を投与した。

投与前 2回 と投与後経時的に採血した。血漿中の遊離脂肪

酸 (NEFA), グルコース (GI′U), カルンウム (C―

a),無機 リン(iP)及びマグネシウム(Mg)濃度の

測定は,日立の自動分析機705形用に調製された和光純薬

の分析用試薬を使用した。遊離グリセロール (FG)は ベ

ーリンガー マンハイム社製造のグリセロールテス トによっ

て測定 した。

3 結 果 と 考 察

NA負荷にともなう血漿中NEFA濃度の変化は図 1に

示すとおり,負荷後に上昇し約10分後にビークがみられた。

負荷前の値はHH区がI′ H区より高く,ま た肥育の進行に

ともなって L昇 した。しかし負荷による上昇幅はHH区が

LH区 よりも大きかったものの肥育の進行にともなう影響

は認められなかつた。NAによって1旨肪組織における脂肪

分解が促進され ,血液中にNEFAや FGが放出されるも

のの,N EFAは 脂肪細胞で トリアシルグリセロールに再

合成されるため,NEFAと FGの NA負荷前の値と負荷

後の最高値との濃度差の比率 (△ NE「A/△ FG)は 脂

肪分解に対する再合成の大きさを反映 している。△NEF

A/△ FGの比率は表 2に示すとおり,LH区 はHH区 よ

りも低い値で推移し,再合成能が完進していることを示す

ものと考えられた。また肥育の進行にともなってこの比率

の低下がみられ,脂肪の再合成能が肥育によって克進した

ものと考えられた。これについて雌牛の肥育で,肥育末期

に△NEFA/△ FGの比率の低 下による脂肪合成の克進

が報告 2)さ れているが,本実験の成積もこれを支持する結

果となった。なお,こ の比率において理論値である3を超え

るl●になったが,同様なことが千国ら1)に よって報告され

ているものの,その原因は不明であった。

NA負荷にともなう血漿中GLU濃度の変化は図 2に示
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すとおり,負荷後に上昇し約10分後にピークがみられ,そ

の後なだらかに低下 し
'0分

後には負荷前の値に回復した。

反衡動物ではエネルギー源として主にVFAを利用 してお

り,反努動物における血栞中GLU濃度は,採食にともな

う変化などの生理的な変動が単胃動物と比べて小さい。本

実験でもNA負荷前の値において処理区間の差及び肥育の

進行にともなう変化は認められず,すべて約80%/dlであっ

た。NA負荷による上昇幅はHH区がLH区 よりも大きかっ

た。また肥育初期 (1回 日 )と比べて中期 末期 (2 3
回日 )では大きく上昇した。この原因としては肥育初期に

おいて,NAに 対する肝蔵の反応すなわちGLUの 動員が

小さかったこと,あ るいは糖代謝が盛んでGLUの低下が

大きかったことが考えられる。

これについてはGLU代謝に関連する血奨中Ca,iP,

Mg濃度のNA負荷にともなう変化を図 3に示 したが,負

荷後にいずれも低下した。なおこれらの ミネラルにおいて

は処理区間の違いがみられなかったので,4頭の平均値で

(mレa)             .,m.f― ÏLH区

負荷試験の実施時期の違いのみを示 してある。Caと Mg
については一定の傾向が認められなかったものの,iPで

は 1回 目のNAに よる低下幅が 2 3回目と比べて大きかっ

た。糖代謝によるiPの低下が知 られていることか ら, 1

回目でGLUの 上昇幅が2 3回目と比べて小さかったこ

とは,肥育初期においてNAに対する肝蔵の反応が鈍かっ

たのではなく,糖代謝が盛んであったことを示すものと考

えられる。
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以上のとおり,肥育の進行にともなう脂肪合成能の九進

と糖代謝の低下 ,及びLH区はHH区 と比べて脂肪合成能

と糖代謝ともに高いことが示された。このことは,長期間

低栄養条件 ドで育成した後に濃厚飼料を多給することによっ

て生ずる代償性成長において,その増体の中身は脂肪の蓄

積が主体となることが示唆された。
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